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1. はじめに 
九州⼤学⼤学院芸術⼯学研究院附属ソーシャルアートラボでは 2018 年度より「アートと

社会包摂」をテーマとしたアートマネジメント⼈材育成講座を⾏なっている。2020 年度も
その⼀環として 3 つの実践講座を実施予定だったが、COVID-19 の影響により計画変更を
余儀なくされた。 

本記録は、2020 年 6 ⽉ 13 ⽇（⼟）および 2020 年 7 ⽉ 18 ⽇（⼟）にオンラインで実施
した「演劇と社会包摂」制作実践講座 2020 についての準備や当⽇の様⼦を記録したもので
ある。 

今回の講座の冒頭にあった、講師のひとりである野村誠さんの発⾔が、この記録を作成す
るモチベーションとなっている。 

 
「みんな使っているからみんな知っているのが当たり前となると、それを知らない人にと
っては、全然意味がわかりません。みんな知ってますよね、と進めそうになったら声をかけ
てください。いろいろよく知っている人とよく知らない人がいるから、みんなが使いやすい
ようにしましょう。アクセシビリティってそういうことだと思います。」 

 
 
＊この内容は、九州⼤学ソーシャルアートラボのメンバーが 2020 年 8 ⽉ 31 ⽇現在で把握
している範囲の⽅法で、公式のものではありません。説明画像にはおもに mac を⽤いてい
ますが、機種によって細かな⾔い回しが違う場合もありますので、あらかじめご了承くださ
い。 
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2. 企画概要 
当⽇の企画は以下の要領で実施された。詳細なクレジット等は資料を参照のこと。 

 
2-1. オンラインワークショップ「それぞれの⽇常を交換する」（6 ⽉ 13 ⽇） 
概要：⽀援／被⽀援の境界を越えて気づきを⽣み、参加者が⾃⾝の活動に活かしていただく
ことを⽬指してきた「演劇と社会包摂」制作実践講座。今回はオンラインでの開催です。異
ジャンルコラボバンド「⾨限ズ」や、福岡を拠点に活躍する障がいのある俳優たちと、それ
ぞれの⽇常を交換することから、奇想天外な表現が⽴ち上がる瞬間を、ともに体感する場を
ひらきます。 
⽇時：2020 年 6 ⽉ 13 ⽇（⼟）13:00〜17:30 
第 1部 13:00〜15:00／第 2部 16:00〜17:30（休憩 15:00〜16:00） 
※Zoom を使⽤ ※「UD トーク」を活⽤したリアルタイム字幕を提供いたします。 
講師：9名 
（⾨限ズ［野村 誠（作曲家・ピアニスト）、遠⽥ 誠（ダンサー、振付家）、吉野 さつき（ワ
ークショップ・コーディネーター）、倉品 淳⼦（俳優・演出家）］、森 裕⽣（舞台パフォー
マー）、⾥村 歩（俳優）、廣⽥ 渓（俳優）、森⼭ 淳⼦（認定 NPO 法⼈ニコちゃんの会代表）、
⻑津 結⼀郎（九州⼤学⼤学院芸術⼯学研究院助教）） 
参加者：13名（＋⾒学者 10名） 
受講料：￥1,000 
 
2-2. オープン・ディスカッション「次にみんなで、何しよう？ オンラインで考える表現と
ケアの現在」（6 ⽉ 13 ⽇） 
概要：⽇本全国や世界各地の芸術と社会包摂に関する現場で活躍する⼈たちと、福岡を拠点
として活躍する障害のある俳優たち。「それぞれの⽇常を交換する」ワークショップを経て、
「次にみんなで、何しよう？」を考えるオープン・ディスカッションです。 
⽇時：2020 年 6 ⽉ 13 ⽇（⼟）20:00〜21:30（オンラインでの開催です） 
※「UD トーク」を活⽤したリアルタイム字幕を提供いたします。 
  
講師：8名（⾨限ズ［野村 誠（作曲家・ピアニスト）、遠⽥ 誠（ダンサー、振付家）、吉野 
さつき（ワークショップ・コーディネーター）、倉品 淳⼦（俳優・演出家）］、森 裕⽣（舞
台パフォーマー）、⾥村 歩（俳優）、廣⽥ 渓（俳優）、森⼭ 淳⼦（認定 NPO 法⼈ニコちゃ
んの会代表）） 
進⾏：2 名（⻑津 結⼀郎（九州⼤学⼤学院芸術⼯学研究院助教）、村⾕ つかさ（九州⼤学
⼤学院芸術⼯学研究院附属ソーシャルアートラボ学術研究員）） 
参加者：51名（YouTube Liveの最⼤アクセス数） 
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受講料：無料 
 
2-3. オンラインワークショップ「それぞれの⽇常を交換する 応⽤編」（7 ⽉ 18 ⽇） 
概要：⽀援／被⽀援の境界を越えて気づきを⽣み、参加者が⾃⾝の活動に活かしていただく
ことを⽬指してきた「演劇と社会包摂」制作実践講座。今回はオンラインでの開催です。異
ジャンルコラボバンド「⾨限ズ」や、福岡を拠点に活躍する障がいのある俳優たちと、それ
ぞれの⽇常を交換することから、奇想天外な表現が⽴ち上がる瞬間を、ともに体感する場を
ひらきます。 
⽇時：2020 年 7 ⽉ 18 ⽇（⼟）13:00〜17:30 
第 1部 13:00〜14:50／第 2部 15:50〜17:30（休憩 14:50〜15:50） 
※Zoom を使⽤ ※「UD トーク」を活⽤したリアルタイム字幕を提供いたします。 
講師：9名 
（⾨限ズ［野村 誠（作曲家・ピアニスト）、遠⽥ 誠（ダンサー、振付家）、吉野 さつき（ワ
ークショップ・コーディネーター）、倉品 淳⼦（俳優・演出家）］、森 裕⽣（舞台パフォー
マー）、⾥村 歩（俳優）、廣⽥ 渓（俳優）、森⼭ 淳⼦（認定 NPO 法⼈ニコちゃんの会代表）、
⻑津 結⼀郎（九州⼤学⼤学院芸術⼯学研究院助教）） 
参加者：12名（＋⾒学者 9名） 
受講料：￥1,000 
 
2-4. オープン・ディスカッション「オンラインで知り合う⾝体 −障害・ケア・表現−」
（7 ⽉ 18 ⽇） 
概要：⽇本全国や世界各地の芸術と社会包摂に関する現場で活躍する⼈たちと、福岡を拠点
として活躍する障害のある俳優たち。6 ⽉に引き続き⾏われる本企画は、「それぞれの⽇常
を交換する」ワークショップを経て、障害・ケア・表現の観点から、オンラインで知り合う
⾝体とその可能性について語り合うオープン・ディスカッションです。 
⽇時：2020 年 7 ⽉ 18 ⽇（⼟）20:00〜21:30（オンラインでの開催です） 
※「UD トーク」を活⽤したリアルタイム字幕を提供いたします。 
  
講師：8名（⾨限ズ［野村 誠（作曲家・ピアニスト）、遠⽥ 誠（ダンサー、振付家）、吉野 
さつき（ワークショップ・コーディネーター）、倉品 淳⼦（俳優・演出家）］、森 裕⽣（舞
台パフォーマー）、⾥村 歩（俳優）、廣⽥ 渓（俳優）、森⼭ 淳⼦（認定 NPO 法⼈ニコちゃ
んの会代表）） 
進⾏：2 名（⻑津 結⼀郎（九州⼤学⼤学院芸術⼯学研究院助教）、村⾕ つかさ（九州⼤学
⼤学院芸術⼯学研究院附属ソーシャルアートラボ学術研究員）） 
参加者：77名（YouTube Liveの最⼤アクセス数） 
受講料：無料 
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3. オンラインシステムの検討 
九州⼤学では本イベント計画段階では、Zoom、Skype for Business、Microsoft Teamsな
どのツールが遠隔での教育⽬的で使⽤されてきた。⼀⽅、九州⼤学⼤学院芸術⼯学研究院で
は、部局全体で業者と契約のうえ教育⽬的で Zoom Pro のアカウントを希望する教員が取
得することができた。セキュリティ上の難点なども当初は指摘されていたが、度重なるアッ
プデートにより概ねその問題が解決されていることに鑑み、機密性の⾼い会議を除いては
Zoom の使⽤率が⽐較的⾼い状況にあった。 

そのため今回のイベント実施にあたっても、Zoom を使⽤する前提で協議を進めた。また
今回のイベント実施に際して新たにソーシャルアートラボで Zoom Pro のアカウントを契
約した。 

 
なお Zoom には⼤きく分けて 2 つの会議システムがある。  
○ウェビナー 
ウェビナーでは、会議の参加者はパネリストと視聴者という 2 つの役割に分けられる。
パネリストはマイク・カメラ・PC の画⾯共有が可能である。⼀⽅、視聴者は単に会議を視
聴するのみで、基本的にマイク・カメラの使⽤や画⾯共有はできない。⽐較的⼤⼈数の会議
もしくはセミナーのために設計されている。  
○ミーティング  
ミーティングでは、ホストを除いて参加者の区別はなく、全員がマイク・カメラの使⽤と

⾃分の PC の画⾯共有が可能である。⽐較的少⼈数の会議のために設計されている。 
 
オンラインでワークショップを実施する際には、上記の状況により運営側がもっとも簡
便に使⽤できるツールとして Zoomミーティングを使⽤することとした。 

 
 

3-1. ワークショップの場合の Zoom 使⽤時の検討事項と注意点 
なお今回ワークショップを実施するにあたって、即興的な⾳楽のやりとりや、障害のある
俳優たちの⾝体的な動きについて⼯夫を要したためその点について記述しておく。 
 
3-1-1. 即興⾳楽ワークショップ等を実施する際の Zoom の設定・注意点 
 Zoom はデフォルトの設定で、⼈間の声を聞きやすくするためにフィルタリングがかかっ
ている。ただしこれは、⾳楽的なやりとりや、⽇常⾳なども含めてのやりとりをするうえで
は不具合が⽣じる（具体的には、ピアノのような減衰⾳が途切れて聞こえる、⼩さな⾳がま
ったく聞こえない、など）。そのため、視聴者ひとりひとりが設定を変更する必要性があっ
た。事前にマニュアルを作成し、設定⽅法の周知をはかった。マニュアルについては添付資
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料を参照のこと。 
 
3-1-2. 1 つの場所を 2 つ以上のカメラで追う際の Zoom の設定・注意点 

今回、⾝体障害のある俳優が寝転がってストレッチを⾏うシーンがあったため、顔が⾒え
るカメラと、⾝体全体をうつすカメラの両⽅が必要となった。そのため、顔を映すカメラを
原則 PC で、⾝体をうつすカメラをスマートフォンで、それぞれ別のアカウントで Zoomミ
ーティングにつなぐという運⽤をした。 

ただし、この場合には、双⽅のスピーカーからの⾳をマイクが拾ってしまうことで⾳声が
響いてしまう「ハウリング」という現象が起こりやすいので、イヤホンなどをそれぞれの媒
体に応じて準備することが望ましい。 
 
 
3-2. ディスカッションの場合の Zoom 使⽤時の検討事項と注意点 
3-2-1. ディスカッションの場合の Zoom 使⽤時の検討事項 
上記同様、運営側がもっとも簡便に使⽤できるツールとして Zoom を導⼊することを検
討した。 

当初、Zoomウェビナーでの実施を検討していたが、Zoomミーティングの画⾯をそのま
ま YouTube Liveや Facebookに配信することができる機能が付加されていたため、どちら
がより利便性が⾼いかを⽐較検討した。 
 

 Zoomミーティングからの配信 Zoomウェビナー 
ビデオ共有 Zoomミーティング参加者 ホストとパネリスト 
視聴のみの参加
者 

YouTubeで参加 Zoom で参加 

定員 YouTubeで無制限 ライセンスによって異なる 
参加者⼀覧 YouTube 視聴者は把握できない ホストとパネリストが閲覧可能 
視聴者のチャッ
ト 

YouTube 上で⾏われる Zoom上で⾏われる 

料⾦ Pro 以上のアカウントが必要。
Zoom の契約プランに応じた価
格（Proの場合\2,200/⽉） 

Zoom の契約プランに加えてアドオ
ンの購⼊が必要（\5,000/⽉） 

（https://support.zoom.us/hc/ja/articles/115005474943 を参考に作成） 
 
Zoomミーティングからの配信においては、視聴者⼀覧が把握できない、参加者からのコ

メントは Zoom 上に出てこないので別途なんらかの⽅法で把握する必要がある、などのデ
メリットが⾒られた。Zoomウェビナーについてはこれらのデメリットが解消されている⼀
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⽅、アドオンの購⼊が必要であることがハードルであった。 
協議の結果、予算的な事情も含め、今回は Zoomミーティングの様⼦を YouTube Liveに
配信するという形式を取ることにした。 

 
3-2-2. YouTube Live に配信する際の⽅法 
 Zoom から YouTube Liveを⽤いて配信する際には、ホストにより YouTubeへの配信の⼿
続きや、YouTube アカウントと Zoom との同期を事前に⾏う必要がある。詳細な設定につ
いては後述する資料を参照のこと。 
 
3-3. 情報保障の問題 
 ソーシャルアートラボでは 2018 年度以降ほぼすべての事業で情報保障の観点から、⾳声
認識による⽂字字幕をつけている。具体的にはコミュニケーション⽀援・会話の⾒える化ア
プリ「UD トーク」というシステムを⼤学が包括的に契約しているため、そのプランを⽤い
ている。今回実施するにあたっても、UD トークを付けることを前提とした運営を⾏なった。 
 UD トークでは、タブレット端末に直接、もしくはマイク端⼦等で接続して PC の⾳声を
出⼒することにより発話を⽂字に変換するという運⽤を⾏っている。今回は、Zoom の⾳声
を受け取っている PC の外部出⼒端⼦を、UD トークを起動させているタブレット端末に接
続する形で運⽤した。 
 字幕の出⼒⽅法は以下のようにした。 
 
○ワークショップの場合 
 Zoom には字幕の機能が付加されている。Zoom上で直接字幕を⼊⼒することもできるが、
サードパーティのサービス（UD トークのような外部で字幕データを出⼒できるサービス）
を⽤いて連携させることもできるため、今回はその⽅法を⽤いた。 
 ただし、Zoomへの UD トークの連携については、字幕の量が少ないこと、誤認識の編集
結果が追いつかないこと、同じ⽂⾔がなんども繰り返し表⽰されることなどがデメリット
としてあげられる。UD トーク開発者もこの点について、UD トークの公式のアプリケーシ
ョンを視聴者が⼿持ちのスマートフォンや iPadなどで併⽤することで解決してほしいと呼
びかけている。 
 そのため、参加者に事前にアナウンスする際に、⼿元の端末に UD トークをダウンロー
ドして字幕を⾒るための⽅法についても周知した。 
Zoom に UD トークの字幕を付ける具体的な⼿順については資料を参照のこと。 

 
○ディスカッションの場合 
 Zoomミーティングに字幕が付加された状態で、そのまま YouTubeに配信した。 
 またワークショップ同様に、参加者に事前にアナウンスする際に、⼿元の端末に UD ト
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ークをダウンロードして字幕を⾒るための⽅法についても周知した。 
 ただし YouTube Live は、Zoom での会話を配信する際に、約 20 秒程度のタイムラグが
あることには注意すべきである。Zoom の⾳声を認識させた UD トークを、YouTube Live
を⾒ながら⼿元で再⽣させようとすると、約 20秒ほど字幕が早く表⽰されてしまう。この
解決策としては、 
1) ⼿元の端末で字幕を⾒るようアナウンスし Zoom 上に字幕を投影しない場合には、
YouTube Liveの⾳声をもとにして UD トークを作成、配信する 

2) Zoom上に字幕も投影したい場合にあわせ、UD トーク開発者（Shamrock Records）は、
⼀旦読み取った⾳声認識結果を任意の秒数遅らせて別の UD トークに配信するという
アプリケーションを独⾃に開発しているので、そのソフトを利⽤する（ただし 2020 年
8 ⽉現在⼀般には未配布） 

の 2 つの⽅法がある。今回は、UD トーク開発者と連絡が取れ交渉できる状況があったため
2)で対応することとなった。 
  



 12 

4. 申し込み⽅法の設定 
 
通常ソーシャルアートラボでは、Google フォームを⽤いて参加者管理をしているためそ

れに準じた。ただ、ワークショップは参加費を徴収することとなったことと、Zoom に不慣
れな参加者がいることも鑑み、次のような運⽤を⾏った。 
 
○ワークショップ（有料） 
1. ソーシャルアートラボの Google フォームに申し込みをしていただく。 
2. 申し込まれたアドレス宛に、個別に参加費の振込先（今回は共催団体である NPO 法⼈
ニコちゃんの会に管理していただいた）と振込期限を提⽰する。 

3. 期限までに振り込まれた名簿を確認・照合する。 
4. 事前に、当⽇ Zoom では、「申し込みをした名前と同じ名前が表⽰される形で」Zoom に
⼊室してほしい旨を参加者に伝える（名前の変更⽅法を下記の操作マニュアルで伝え
る）。 

5. Zoom の簡単な操作マニュアルを作成し、送付する。 
6. 当⽇、Zoomミーティングは「待機室」の設定をしておき、名前で参加者だと確認でき

た⼈から順番に⼊室していただく。 
 
○ディスカッション 
1. ソーシャルアートラボの Google フォームに申し込みをしていただく。 
2. 申し込まれたアドレス宛に、YouTube Live の当⽇⾒られる限定公開のアドレスを伝え

る。 
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5. オンライン開催の準備 
5-1. 運営体制づくり 
 ソーシャルアートラボでは通常、企画を担当する教員と、企画ごとに配置されたスタッフ
（テクニカルスタッフ。メイン担当とサブ担当がそれぞれ企画ごとに⽴てられている）と、
スタッフを取りまとめる⽴場のスタッフ（学術研究員）の 3 者により基本的に企画が推進
される体制をとっている。そのうえで、イベント当⽇などは、他の企画を担当しているスタ
ッフの応援を頼むという体制をとっている。 
 今回は、以下のような当⽇運営体制をとった。なお、これとは別に、出演者が合計 8名、
それぞれの在宅での対応を⾏った。 
 
○⼤学で対応 
●ソーシャルアートラボ事務局 
出演（ディスカッションのみ）：村⾕ 
参加者管理［Zoom ⼊退出管理・参加者への個別連絡等］、記録写真撮影：メイン担当スタ
ッフ（眞﨑） 
＊使⽤機材：各⾃ PC＋有線 LAN、ヘッドホン、デジタルカメラ 
 
●学⽣研究室 
出演（全体進⾏役）：⻑津 
舞台監督［Zoomへの字幕投影処理、Zoom のレコーディング、UD トークへの⾳声認識管
理、YouTube Liveとの連携］、記録写真撮影：アルバイトスタッフ（⼩松） 
＊使⽤機材：各⾃ PC＋有線 LAN、ヘッドホン、デジタルカメラ 
            UD トーク⽤機材⼀式（iPad2台、iRig2、各種⾳声ケーブル） 
      モニタリング⽤ PC 
 
○出演者の⾃宅で対応 
障害のある出演者のケア、2台体制のカメラ運⽤：ニコちゃんの会ケアスタッフ（井上・宮
本・漆⼭） 
 
○在宅で対応 
YouTube Liveのコメント管理：サブ担当スタッフ（⽩⽔） 
UD トーク修正者：アルバイト（松本・福⽥・墨⽥） 
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5-2. リハーサル 
5-2-1. スタッフ間でのリハーサル 

おもに UD トークの字幕関係や全体の場当たり（段取りのみの通し）を⽬的としたリハ
ーサルを⾏った。この際、字幕関係の不具合が多数発⾒されリカバリを⾏った。 
 
5-2-2. 講師とのリハーサル 
 事前に 2名の講師と接続の確認を⽬的としたリハーサルを⾏った。 
 
○⾥村⽒とのリハーサル（2台カメラでの接続と字幕投影。6/13） 
 ⾥村⽒は⾔語障害があるため、事前に朗読原稿をスタッフが受け取り、当⽇ UD トーク
の字幕として投影することを本⼈が希望したため、そのためのリハーサルを実施した。 
 
○⾥村⽒・遠⽥⽒とのリハーサル（BGM⾳声を⽤いた遠隔ダンス。7/18） 
 遠⽥⽒と⾥村⽒が、それぞれの居室等で Zoom につなぎ、即興でダンスを⾏うというワ
ークを⾏うこととなり、事前にリハーサルを実施。使⽤⾳源をスタッフが⼊⼿し、Zoom の
オーディオ共有の機能を⽤いて⾳声を共有した。リハーサルでは画⾓なども調整した。 
 
○廣⽥⽒とのリハーサル（ピアノと語り。6/13・7/18共通） 
 廣⽥⽒はピアノの弾き語り形式でのパフォーマンスを希望したため、事前にリハーサル
を⾏った。試⾏錯誤の結果、廣⽥⽒⾃宅の電⼦ピアノの RCA出⼒端⼦から PC に⾳声を⼊
⼒するとともに、廣⽥⽒の声をヘッドセットで収録したものを 2 台⽬のカメラとして使⽤
する iPhoneに⼊⼒する、という⽅法を取ることにした。また、PC と iPhoneにはいずれも
3-1-1. で述べたオーディオの設定を施した。 
  
5-3. 同時字幕の投影準備 
 Zoom ミーティングに UD トークからの字幕を投影するための設定を事前に⾏った。⼿
順については資料を参照のこと。 
 
5-4. スタッフ間の連絡⼿段の構築 
 Zoom上でのトラブルに備え、Facebook Messengerや LINEを⽤いたグループを複数設
定した。 
① ゲスト講師との連絡⽤ 

ゲスト講師（⾨限ズ）＋⻑津・村⾕・眞﨑 
② ゲスト講師およびケアスタッフとの連絡⽤ 

ゲスト講師（森・⾥村・廣⽥・森⼭）＋ケアスタッフ 2名＋⻑津・眞﨑 
③ 運営スタッフ間の情報共有 
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 ⻑津・村⾕・眞﨑・⽩⽔・⼩松 
④ UD トークスタッフ間の情報共有 

 ⻑津・⼩松・松本・福⽥・墨⽥ 
 
5-5. 参加者⽤マニュアル作成 
 参加者⽤に Zoom の使い⽅や、本資料に掲載の設定⽅法などを端的にまとめたマニュア
ルを作成し事前配布した。6 ⽉ 13 ⽇⽤に作成したものを改定したものを 7 ⽉ 18 ⽇には配
布している。 

マニュアルには、 
l 参加に関するお願い（記録の許可、通信環境整備のお願い、Zoom の URL） 
l Zoom で表⽰される名前の変更の⽅法 
l Zoom でチャット機能を使う⼿順 
l Zoom で字幕を⾒る⼿順 
l Zoom で⾳や映像のミュートをする⼿順 
l Zoom のギャラリービュー・スピーカービューの切り替え⽅法 
l Zoom で、⾳声・カメラを両⽅ OFFにしているメンバーを画⾯に表⽰させない⽅法  
l Zoom で環境⾳なども含めてきれいに⾳を相⼿に伝える⽅法 
l UD トークで字幕を⾒る⽅法 
を掲載した。 
配布したマニュアルは添付資料を参照のこと。 
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6. 当⽇の様⼦ 
6-1. 機材接続と準備 
 前述のとおり当⽇の機材接続は以下のような体制をとった。インターネット回線が弱く
なることを危惧しつつ、トラブル時に迅速にリカバリできることをめざし、スタッフ 4 名
が 2部屋に分かれ、それぞれ 2 ⼈ずつが同じ部屋にいる状況をつくった。 
 
●ソーシャルアートラボ事務局 
出演（ディスカッションのみ）：村⾕ 
参加者管理［Zoom⼊退出管理・参加者への個別連絡等］、記録写真撮影：眞﨑 
＊使⽤機材：各⾃ PC＋有線 LAN、ヘッドホン、デジタルカメラ 
 
●学⽣研究室 
出演（全体進⾏役）：⻑津 
舞台監督［Zoomへの字幕投影処理、Zoom のレコーディング、UD トークへの⾳声認識管
理、YouTube Liveとの連携］、記録写真撮影：⼩松 
＊使⽤機材：各⾃ PC＋有線 LAN、ヘッドホン、デジタルカメラ 
            UD トーク⽤機材⼀式（iPad2台、iRig2、各種⾳声ケーブル） 
      モニタリング⽤ PC 

そのうえで、舞台監督は以下のように当⽇は接続を⾏った。 

 
6-2. 講師打ち合わせと接続チェック 
 開始 45分前に、講師全員とスタッフの接続チェックと打ち合わせのため Zoomミーティ
ングを開始した。全員が問題なく接続が⾏われた。 
  

UDトーク

音声

字幕をZoomへ

字幕生成

無線接続

Zoom入退出管理、 
Zoomレコーディング
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6-3. オンラインワークショップ（Zoom）運営時のトラブルと解決策 
 ここからは、実際に当⽇起こったトラブルとその解決策を記す。 
 
6-3-1. 参加者が⼊室ができない、本⼈照合が難しい、名前の変更ができない 
○トラブル 
 参加者が URLをクリックしているが⼊室できないという不具合が発⽣した。また、下記
の理由により名前を申し込み時の名前と同じにできなかった参加者がいたため、Zoom の待
機室に⼊ってきたアカウントが誰のものかわからないということがあった。 
○対応策 
 正しく⼊室している⼈を除いて名簿を確認し、当該アカウントが誰のものであるかを推
定し、電話連絡をするなどして対処を⾏った。結局参加者本⼈で名前の変更ができなかった
ため、本⼈確認をしたのちに事務局側で名前の変更を⾏った（ホストであれば参加者の名前
の変更が可能）。今後、有料での公演を⾏う場合には、名前の変更⽅法の周知徹底を⾏う必
要がある。 
 
6-3-2. 参加者が⾃分で⾳声や動画をミュートできない 
○トラブル 
 Zoom に不慣れな参加者が、⾳声や動画のミュート⽅法がわからないという現象が発⽣し
た。 
○対応策 
 個別対応を⾏った。ただ、ミュートについては基礎的な事項と考えマニュアルに記載して
いなかったため、今後はアナウンスの中に加えることとした。 
 
6-3-3. 参加者の PC から関係のない⾳源が流れ続ける 
○トラブル 
 ワークショップの途中、参加者のうちの 1 ⼈の PC に保存されていた⾳声ファイルが何
らかの事情により再⽣され、⾳声⼊⼒として認識されたためか、本⼈が気づかない間に参加
者全員に⾳源が再⽣される現象が発⽣した。 
○対応策 
 ⾳源の発⽣源が特定できたため個別対応を⾏った。 
 
6-3-4. 字幕の遅延 
○トラブル 
 Zoom と UD トークで連携させた字幕が、時間が経過するにしたがい遅延が⽬⽴つよう
になった。 
○対応策 
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 Zoom上での字幕投影は断念し、必要な⽅に別途⼿元の端末で確認するように促した。な
お、少⼈数（5〜6 ⼈）でのチェックでは正常に動作したため、今回のような⼤⼈数が参加
し発⾔するスタイルであったために遅延が⽣まれた可能性があるが、詳細は不明である。 
 
6-3-5. 録画が正しくできているかわからない 
○トラブル 
 レコーディング機能を⽤いた記録を⾏ったが、事前にレコーディングのチェックをしな
かったため、スタッフ間で記録がきちんととれているか不安の声があがった。また、「ブレ
イクアウトルーム」の機能を⽤いた際に録画ができるのかという問題もあった。 
○対応策 
 ビデオカメラや⾳声レコーダーなどで PC の画⾯等を収録した。なお、レコーディングは
無事されていた。ブレイクアウトルームについても、それぞれのルームにスタッフが⼊室し
録画をすることにより、収録が可能となった。 
 
6-3-6. ゲストを退出させてしまった 
○トラブル 
 ワークショップのあいだの休憩時、次のプログラムのリハーサルとして遠⽥⽒と⾥村⽒
による最終確認が、関係者のみという約束で⾏われていた。その際に、スタッフが別の講師
を⼊室させてしまう出来事があり、待機室に戻ってもらう必要があったが、誤って 1 ⼈の
講師を退出させてしまった。Zoom では、ホスト・共同ホストによる強制退出があった場合、
参加者は再び⼊室することができないという仕様であったため、プログラムが再開する際
に、その講師は⼊室することができなくなってしまった。 
○対応策 
 急遽 Zoom で別の会議⽤ URLを作成し、全員でそちらの URLに移動するよう促した。
無事全員が移動でき、講師も⼊室することができたが、タイムラグが発⽣してしまった。 
 
 
6-4. ディスカッション（Zoom→YouTube Live）運営時のトラブルと解決策 
6-4-1. 字幕の遅延や重複表⽰ 
○トラブル 
 Zoom と UD トークで連携させた字幕が、時間が経過するにしたがい遅延が⽬⽴つよう
になった。また、同じ字幕が何度も重複して表⽰されるようになってしまい、⾒る側にとっ
て⾮常に⾒づらい字幕となってしまった。 
○対応策 
 Zoom上での字幕投影は断念し、必要な⽅に別途⼿元の端末で確認するように促した。 

なお、UD トークの設定で「最新の発話を送信する」という設定にすれば、重複表⽰は防
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げた可能性がある。こちらについても事前チェックをすべきであったと考えられる。 
 
6-4-2. 画⾯共有をしようとすると⾳が出なくなる 
○トラブル 
 Zoom で⾳声つきの映像を「画⾯共有」の機能を⽤いて流そうとしたら、⾳声の共有がで
きない旨のアラートが出て、共有ができなくなった。 
○対応策 
 原因は Zoom のアップデートをしていなかったことにあったため、いったん Zoom から
退出、再起動、アップデートののち再起動を⾏った。Zoom は常に最新の状態にしておくこ
とと、画⾯共有については事前にテストを⾏うべきであった。 
 
6-4-3. YouTube Live のコメント欄での誘導について 
○トラブル 
 YouTube Liveのコメント欄の⽂字制限の関係で、UD トークを視聴するための URLが⻑
すぎて貼り付けられなかった。また、コメント欄では、今どんなことをしているのかという
概略を随時投稿することになっていたが、Zoom を⾒ながら投稿してしまっていたため、送
信に約 20秒ほどのタイムラグが発⽣する YouTubeでは、「現実に起こっていることより 20
秒ほど早く投稿が流れてしまう」という現象が発⽣した。 
○対応策 
 途中で投稿のラグに気付いて、YouTube Liveを聴きながら投稿することにした。UD ト
ークについては短縮 URLなどを⽤いて共有すべきであった。  



 20 

7. 今後の実施にむけたガイドライン 
 ここまでの経験を踏まえ、今後オンラインでのワークショップやそれらの配信を⾏う際
のガイドラインをまとめる。 
 
■使⽤するツールを決める 
○会議室ツール：Zoom、Skype for Business、Teamsなど適したツールを検討し、最新情報
をインターネットで検索するなどして情報収集する。 
○情報保障の⽅法：UD トークのほか、⼿話通訳が適している場合もあるかもしれない。適
宜検討し、情報収集する。中でも UD トークは頻繁にアップデートやマニュアルの改定が
あるので情報収集する。 
 
■運営体制を構築する 
 今回のような運⽤であれば、最低でも以下の役割が必要になるため、的確に役割分担を⾏
い、不慣れなスタッフがいる場合には、それぞれの⽅法について事前にリハーサルなどを適
宜実施することを推奨する。 
・参加者申し込みフォームの構築 
・参加者向け振り込み先の案内と振り込み確認 
・参加者への個別連絡等 
・Zoom のレコーディング 
・Zoom⼊退出管理 
・Zoomへの字幕投影処理 
・YouTube Liveとの連携⼿配と調整 
・YouTube Liveのコメント管理 
・UD トークへの⾳声認識管理 
・UD トークの同時修正 
・記録写真撮影 
 
■当⽇の連絡⼿段を構築する 
 Zoom のコメント欄等とは別のスタッフ間の連絡⼿段を持っておくことが望ましい。別の
Zoom を⽴ち上げる、Line グループやMessenger グループを作るなど、スタッフ間で慣れ
たツールを使うことが望ましい。 
 
■参加者マニュアルの作成 
 オンラインツールに不慣れな参加者を前提とした操作マニュアルを作成する。できるだ
け基本的なことから網羅しておくことが望ましく、複数の⽬で内容をチェックするとよい。 
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■事前リハーサル 
 上記が整った段階で、当⽇の流れに即した「ゲネプロ」を⾏うことを推奨する。スタッフ
間のみならず、技術的に不慣れであったり、変則的なことを⾏う講師がいる場合には、講師
とのリハーサルも別途実施することが望ましい。これらはできる限り事前に実施したほう
が、その後の修正がしやすい。 
 
■使⽤ソフトの最新版へのアップデート 
 使⽤ソフトを、スタッフで使⽤する全員がアップデートしておく。可能な限り、参加者に
もアップデートを推奨する。 
 
■本番後の検証、マニュアル改定 
 実際にやってみて起こった不具合をもとに、マニュアルを改定する。 
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8. 資料①Zoom に関する主催者側の変則的な設定について 
 
 
8-1. YouTube Live に Zoom の画⾯を配信する具体的な⼿順 
 
a) Zoom の設定 
1. アカウント設定の編集権限を持つ管理者として Zoom ウェブポータルにサインインし、
[設定] をクリックします。 
2. ミーティングのライブストリーム配信を許可を ONにします。この際、「YouTube」だけ
でなく、「カスタムストリーム配信サービス」も ONにします。 
 
b) YouTubeの設定 
1. YouTubeにログインします（Googleアカウントを使⽤）。 
2. YouTubeの画⾯右上にあるカメラのアイコンから、「ライブ配信を開始」を押します。 
3. 「新しいライブ配信」を押します。 
4. 配信内容について記⼊し、「エンコーダを新規作成」を押します。 
5. 右上に出てくる⽮印のボタンを押すと、配信時の URLが取得できますので、参加者には
この URLを伝えます。 
6. 同じ画⾯の「ストリームキー」「ストリームURL」をそれぞれコピーします。 
ここまでを事前（当⽇でなくてもよい）にすませておきます。 
 
c) Zoom の設定 
1. Zoomミーティングでホストのアカウントから、右下の「…」から「カスタムストリーム
配信サービス」をクリックします。 
2. Zoom の webに遷移します。 
 ・ストリーム配信の URL ＝ b)6. で取得したストリームURL 
 ・ストリーミングキー  ＝ b)6. で取得したストリームキー 
 ・ライブストリーム配信ページの URL ＝ b)5.で取得した配信の URL 
を⼊⼒します。 
3.⾃動的に YouTubeの管理画⾯に遷移するので、時間が来たら右上の「ライブ配信を開始」
を押します。 
参考：https://note.com/tkykmts/n/ne786ac3846ae 
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8-2. Zoom に UD トークの字幕を付ける具体的な⼿順 
■主催者の準備 
a) Zoom の設定 
1. アカウント設定の編集権限を持つ管理者として Zoom ウェブポータルにサインインし、
[設定] をクリックします。 
2. ミーティングタブの [字幕機能] オプションに移動し、設定が有効になっていることを確
認します。設定が無効の場合は、ステータストグルをクリックして有効にします。確認ダイ
アログが表⽰されたら、[オンにする] を選択して変更を確認します。 
3. ホストしている Zoomミーティングで、[字幕] をクリックします。 
4.サードパーティのサービスに字幕を⼊⼒するための URLを取得するため、[API トークン
をコピー]をクリックします。 
参考：https://zoom-support.nissho-ele.co.jp/hc/ja/articles/360025314511 
 
b) UD トークの設定 
1. 使⽤する iPadもしくは iPhoneで UD トークを起動し、「トークに参加する」または「ト
ークを始める」でトーク画⾯に移動します。 
2. メニュー＞外部字幕サービス連携を選択し、テキストエリアに先ほどコピーした API ト
ークンをペーストします。 
3. 同じ画⾯の、「字幕を送信する」を ONにします。 
4. 同じ画⾯にある、字幕のシーケンス番号を 0 にリセットする。 
参考：https://teachme.jp/27228/manuals/8656888 
 
■視聴者の設定 
・Zoomミーティングで「字幕」をクリックすると、字幕が現れる（数秒遅れることもあり
ます）。 
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9. 資料②配布したマニュアル 

 

■ZoomのURLについて
ೖはこちらにアクセスしてください。なお、༙ྋޮ演のため、おਅしࠒみいただいているお໌がࣆにZoomにઅఈされてい

ないは、࣪できません。໌のรߍ๏๑は࣏ページ以߳のマニュアルをࢂলしてください。

https://zoom.us/j/
ミーティングID: パスワード: 

なお、こちらのURLが何らかのにより、ຬが一、࢘༽できなくなったには、おਅしࠒみのࡏにったメールアドレスに
พのURLをすぐにおૻりいたします。
■௪৶環ڧについて
ごࣙでそれぞれごࢂ加されるかとࢧいますが、できるかぎり༙તLANか、それにۛいܙでの、ుഀয়ڱがྒྷい๏๑をમんで

いただきますようおبいいたします。なお、ಋ࣪でࢂ加される๏がいらっしゃるは、音のハウリングがًこるՆがあ
りますので、Նなݸりพ࣪でのࢂ加か、ฤ๏の音を「ミュート」のઅఈにしていただくなどのごഓྂをおبいします。

ປ౦影にあたって（UDトークアプリケーション）࣊■
、յはワークショップのๅฯ্としてࠕ UDトークというアプリケーションにアクセスしていただくことによって、ೖຌޢ

ݡປを࣊でݫちのスマートフォンへインストールいただければ、घ࣍いたします。UDトークアプリケーションをおघڛປを࣊
ることができます。ࡋは࣏ページ以߳のマニュアルをࢂলしてください。

についてى■
ワークショップは、Zoomのレコーディングؽを༽いてժ・音されます。ىされたものはޛࠕのソーシャルアートラボで

の߁ๅやࠬڂݜの一で࢘༽するがあります。ごটଡ଼いただけないにはスタッフまでおਅしड़ください。

このたびは、「演ܸとऀճใઃ」ࣰࡠભ࠴ߪオンラインワークショップ「それぞれのೖをިする 応༽ฦ」へのごࢂ加、あ
りがとうございます。オンラインでのࣰࢬにあたりまして、

映・音のやりとり →   Zoom
ປの౦影࣊ →  UDトーク

というツールを༽います。Zoomについてはすでにれておられる๏もいらっしゃるとはࢧいますが、࣏ページ以߳もご֮のうえ、
いま一ౕઅఈをご֮ください。

加に関するお願いࢂ

1
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Zoomのخຌదなࡠ๏๑マニュアル

＊この಼༲は、۟यָソーシϡϩアーφϧϚのϟϱώーが2020೧7݆15ೖࡑݳでѴしているҕの๏๑で、ޮࣞのものではありません。ઈժに
はおもにmacを༽いていますが、ؽझによってࡋかなݶいյしがҩうもあります。これҐのࡠでわからない఼がありましたら、ソーシϡϩアー
φϧϚまでおいわせいただくか、ZoomについてはҐԾのURLがർֳదଡくのࡠ๏๑がࡎܟされていますのでご֮ください。
https://zoom-support.nissho-ele.co.jp/hc/ja

2

パソコϱでࢂՅされる๏
■࢟におبいしたいઅఈ
・නࣖされる໌のรߍの๏๑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４
（චずਅしࠒんだ࣎のお໌がわかるয়ସにしておいてください）

■ޛ࢟に࢘༽するઅఈ
・チϡッφؽを࢘うघॳ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９
るघॳ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ݡປを࣊・
・Խのϝϣーφ・ӫのంࢯ๏๑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１
・ギϡϧϨーϑϣーとスϒーカーϑϣーのりえ๏๑ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２
・Խ・カϟϧをྈ๏OFFにしているϟϱώーをժにනࣖさせない๏๑ ・・・・・・・・・・・１３
めてきれいにԽを૮घにఽえる๏๑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４Խなどもڧ・

スマートフォϱやタブϪットでࢂՅされる๏
■࢟におبいしたいઅఈ
・නࣖされる໌のรߍの๏๑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５
（චずਅしࠒんだ࣎のお໌がわかるয়ସにしておいてください）

■ޛ࢟に࢘༽するઅఈ
・チϡッφؽを࢘うघॳ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６
るघॳ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ݡປを࣊・
・Խのϝϣーφ・ӫのంࢯ๏๑ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８
・ギϡϧϨーϑϣーとスϒーカーϑϣーのりえ๏๑ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９
・Խ・カϟϧをྈ๏OFFにしているϟϱώーをժにනࣖさせない๏๑ ・・・・・・・・・・・２０
めてきれいにԽを૮घにఽえる๏๑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１Խなどもڧ・

௪અఈڠ
■UDトークで࣊ປをݡる๏๑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３
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